
『多言語多文化―実践と研究』の理念 
 
 
 
 
『多言語多文化―実践と研究』は、既存の学問分野の枠組みを超えて多言語・多文化社

会を多面的に理解する視点を提供し、研究者と実践者による研究成果の意義を広く社会に

問いかけ、現場へのフィードバックをおこなうことを目的としています。 
本誌は、次に掲げるような、現代日本における多言語・多文化化を直視し、さまざまな

課題に向きあうあらゆる領域の執筆者による論稿を掲載することで、多言語・多文化社会

研究におけるひとつの里程標となることを目指しています。 
 今日、ますます多くの国民国家が多言語・多文化化していくなかで、対立や摩擦、差別

や偏見、格差と不平等、文化やアイデンティティをめぐる葛藤といった多くの社会的課題

が指摘されています。多言語・多文化社会に関わる研究者・実践者にとって、それらの現

前する課題を探求することは、ひとつの大きな使命です。 
多言語・多文化社会の問題は、目の前に現れている現象だけではありません。まだ表面

化していない潜在的な課題や、その背後にある社会構造やシステム、社会的意識、言説や

イデオロギーをあらわにし、既存の社会のあり方そのものを批判的、理論的に問い直すこ

とも、多言語・多文化社会研究の大きな役割であると考えます。 
さらに、多言語・多文化化は全世界的なグローバリゼーションの拡大・深化の一環とし

て起こっています。それゆえ日本と諸外国の様相を比較することで、多言語・多文化化と

いう社会・文化変動の全容を明らかにすることも重要です。 
本誌の特徴は、従来のいわゆる「研究論文」に加え、「実践型研究論文」を新たに位置づ

けている点にあります。「実践型研究論文」とは、従来の「研究論文」における方法論や分

析枠組みではとらえきれない、刻一刻と変化する現場での実践を対象とし、以下に述べる

条件に合致したものとします。 
 

・研究対象の実践活動が論文執筆者自身の経験によるものであること。 

・先行する研究や実践について必要な言及または引用をしながら、現場の状況を客観的

に分析し、問題意識と課題が明確に導き出されていること。 

・実践のプロセスが問題にのっとって記述されていること。 

・データ・事例の単なる提示ではなく、意味づけがなされていること。 

・実践活動にともなう変容が記述されていること。 

・課題の解決もしくは改善点にむけて分析がなされていること。 

 
以上のような理念にもとづいて、本誌は、研究者と実践者がひとつに集い、現代日本およ

び世界における多言語・多文化化と切り結ぶあらゆる試みを発信する「フォーラム」にな

ることを願っています。 
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